


竹コンクリート魚礁の概要

　山口県の竹林面積は、鹿児島、大分に次いで国内第3位の広さを有し、全国の竹林面積の半
分以上を九州と山口県が占めています。近年、山口県柳井市においても、1981年に264haであっ
た竹林が2000年には572haにまで拡大しています(林野庁まとめ) 。
　竹コンクリート魚礁は、近年、著しく増加し続ける竹林面積とそれにともなう森林の荒廃に
着目し、環境保全の立場から竹林整備により伐採された竹の有効活用を目的とした製品です。
伐採された竹を有効利用することで森林荒廃の防止と近海漁場の整備の双方に配慮した魚礁で
す。

竹コンクリート魚礁の特長

　有機質である竹を利用しているため、一般のコンクリート魚礁に比べ藻類等の付着が早く、
集魚効果をより一層高めることが可能です。竹の内部に鉄筋を通し流動コンクリートを充填す
ることで竹が腐食した後もコンクリート魚礁としての機能を維持できる構造となっています。

ボランティアによる竹林整備

　竹コンクリート魚礁に使用する竹には、ボランティアの一環として整備・伐採された竹を有
効活用しています。地元の竹を有効利用し、その地域の海に竹コンクリート魚礁を沈設するこ
とで、県内の竹林拡大と森林荒廃の防止に貢献するとともに漁業の活性化に役立てると考えて
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

竹コンクリート魚礁
～ 竹の有効活用を目的とした取り組み ～

竹コンクリート魚礁 沈設状況（周南市大津島 H20.3） 蝟集状況（周防大島町 H22.9）

竹を有効な資源としてコンクリート魚礁と組合せ、竹林面積の拡大による
森林荒廃の防止と近海漁場の整備に貢献する環境に配慮した循環型ハイブ
リッド魚礁です。



 

 

 

【 試験用として平成１７年に製作 】

 

【 改良型として平成１９年より製作 】

 

 

 

 試験用として真竹を使用した竹魚礁を沈設し２年後に追跡調査を行った結果、竹の腐朽によって

形状が著しく変化しており耐久面で劣る事が判明しました。平成１９年から竹材を孟宗竹に変更し

さらに節部分をくりぬき内部には鉄筋（Ｄ－１０）を配置し流動コンクリートを充填した改良型の

製品を開発しました。竹が腐朽し脱落しても内部のコンクリートで魚礁としての機能を維持する構

造になっております。 
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製造工程写真 

 

 

 

製品写真 

 

 

 



【沈設施工実績及び追跡調査】 

 

 内海の平坦な海底部に竹魚礁を設置する事によって上昇流、下降流が生じてプランクトンの繁殖

が旺盛となりこれを餌料とする魚が集まり多くの稚魚、幼魚を育成していく格好の住処となります。 

 今回の追跡調査によって竹材には珪藻類、フジツボ類がコンクリート部分より早く、多く付着し

ている事がわかりました。また、魚礁付近の海水を採取しプランクトンの調査を行い今回一度だけ

の結果ですが1 あたり7,000～10,000細胞と非常に豊富であり十分な餌料効果がある事を確認しま

した。魚類の蝟集状況ではメバル、アジ、カワハギ、クロソイ、イシダイ、ネンブツダイ、キュウ

セン、コショウダイ等の多くの魚種が蝟集している事が確認されました。 

 

 

 

1. 柳井市伊保庄沖合い  （水深＝１０ｍ） 

  事業体：カワノ工業㈱ 試験沈設   １０基 

  沈設年月日：平成１７年９月１２日 

  追跡調査：平成１８年１０月１２日（沈設後１３ヶ月） 

      ：平成１９年１０月１３日（沈設後２５ヶ月） 

 

写真（沈設後１３ヶ月） 

 

 

写真（沈設後２５ヶ月） 

 

 



2. 周南市大津島沖合い  （水深＝６ｍ） 

  事業体：大津島漁業集落協定グループ、周南市役所   １６基 

  沈設年月日：平成２０年３月２７日 

  追跡調査：平成２０年９月３０日（沈設後６ヶ月） 

       平成２２年９月３０日（沈設後３０ヶ月） 

 

写真（沈設後６ヶ月） 

 

 

写真（沈設後３０ヶ月） 

 

 

 

 

 

 

 



3. 周南市大津島沖合い  （水深＝２０ｍ） 

  事業体：大津島漁業集落協定グループ、周南市役所   １４基 

  沈設年月日：平成２１年１１月２５日 

  追跡調査：平成２２年９月３０日（沈設後１０ヶ月） 

 

 

 

 

 

 

4. 周防大島町沖合い３ヵ所 （水深＝６ｍ、１０ｍ、２０ｍ） 

  事業体：大島郡水産共励会、周防大島町    ２７基 

  沈設年月日：平成２２年３月２７日 

  追跡調査：平成２２年９月３０日（沈設後６ヶ月） 

 

 

 



 

 

 

 

【調査協力】国立大島商船高等専門学校地域連携交流会 

 

 



【構造検証】指導協力：国立徳山工業高等専門学校 

 

 

 

 

【竹林整備】協力：湯野森林整備ボランティア 

 

 

 

 

 

森林資源の現況調査（林野庁まとめ） 平成19年3月31日現在 

 

 

 

 

 



周防大島町 追跡調査：平成24年9月（沈設後6ヶ月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周防大島町 追跡調査：平成24年9月（沈設後30ヶ月） 
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